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みんなでつくるPTA

横浜市立二つ橋高等特別支援学校
コラム　ここに母校あり

全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

第34回　横浜市PTA連絡協議会
山下公園ファミリー写生大会

協賛
ぺんてる株式会社

平成29年4月23日（日）9:30～14:00
　雨天予備日4/29（休日）
　　時間内にご自由においでください
　　詳しくはちらし、HPにて

　

こ
の
た
び
は
全
国
小
・
中
学

校
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
レ

イ
ア
ウ
ト
賞
」
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
３
回
発
行
の
広
報
紙
「
な
か

だ
」
は
、
毎
年
広
報
委
員
を
中

心
に
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
撮

影
、
文
章
な
ど
に
持
っ
て
い
る

知
恵
や
技
術
を
駆
使
し
て
、
子

ど
も
や
教
職
員
、
保
護
者
、
地

域
な
ど
の
幅
広
い
視
点
の
話
題

◉�

日
本
教
育
新
聞
社

社
長
賞

横
浜
市
立
山
田
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
都
筑
区

を
取
り
上
げ
て
作
成
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
手
前
味
噌

な
が
ら
全
国
に
ご
紹
介
す
る
に

相
応
し
い
「
力
作
」
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
の
受
賞
は

私
た
ち
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り

で
す
。
こ
れ
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
「
見
や
す
く
、
分
か
り

や
す
く
、（
記
憶
に
）
残
り
や

す
い
」
広
報
紙
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部

　

会
長　

奥
津
直
臣

◉
レ
イ
ア
ウ
ト
賞

横
浜
市
立
中
田
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
泉
区

平成２８年度優良ＰＴＡほか受賞校（者）
文部科学大臣表彰　優良ＰＴＡ

横浜市立釜利谷南小学校ＰＴＡ（とらいあんぐる）　　金沢区
横浜市立つづきの丘小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　都筑区
横浜市立二つ橋高等特別支援学校ＰＴＡ　　　　　　特別支援部会

神奈川県教育委員会表彰　優良ＰＴＡ
横浜市立浦島小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　神奈川区
横浜市立大口台小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　神奈川区
横浜市立稲荷台小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　西区
横浜市立竹山小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　緑区
横浜市立茅ケ崎台小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　都筑区
横浜市立東中田小学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　泉区
横浜市立旭北中学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　旭区
横浜市立山内中学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　青葉区
横浜市立中田中学校ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　泉区

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰
【団体表彰】　横浜市立稲荷台小学校ＰＴＡ　　　　　西区
　　　　　　横浜市立竹山小学校ＰＴＡ　　　　　　緑区
　　　　　　横浜市立山内中学校ＰＴＡ　　　　　　青葉区

【個人表彰】　小松　眞　　　　市Ｐ連前副会長・帷子小学校長
　　　　　　星　睦　　　　　市Ｐ連書記　　　　　旭区
　　　　　　樋口　眞砂子　　市Ｐ連会計　　　　　高校部会

全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール
【日本教育新聞社社長賞】横浜市立山田小学校ＰＴＡ 都筑区
【レイアウト賞】横浜市立中田小学校ＰＴＡ　　　　 泉区

　

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
主
催
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
音

楽
交
歓
の
つ
ど
い
」
は
、

昭
和
32
年
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

10
周
年
を
記
念
に
開
催
さ

れ
て
か
ら
、
今
回
で
60
回

目
と
、
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
音
楽
を

通
し
、
市
内
各
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

が
、
学
校
や
地
域
、
世
代

を
超
え
て
、
年
に
一
度
集

う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
貴
重
な
交
流

の
場
で
す
。

　

今
回
は
60
回
記
念
と
い

う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
縁

あ
る
方
々
の
記
念
演
奏
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
開
催
期
間

中
、67
の
団
体
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

た
選
曲
、
演
出
で
、
会
場

は
美
し
い
歌
声
に
よ
る
、

多
彩
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ
ー

は
、
現
役
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
だ

け
で
な
く
、
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
方
も
長
き
に
わ
た
り

活
動
を
続
け
て
い
て
、
み

な
さ
ん
晴
れ
の
舞
台
で
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
思
う

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
歌
い

終
え
た
表
情
は
、
ど
の
団

体
も
と
て
も
す
が
す
が
し

く
、
明
る
い
笑
顔
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
客
の
中
に
も
、

古
く
か
ら
こ
の
音
楽
交
歓

の
つ
ど
い
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
い
て
、
長
い

歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
会
場
の
神

奈
川
公
会
堂
が
改
修
工
事

を
行
う
た
め
、
公
会
堂
と

は
し
ば
し
お
別
れ
で
す
。

次
回
は
神
奈
川
区
民
文
化

セ
ン
タ
ー
（
か
な
っ
く

ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
つ
ど
い
が
こ
れ
か

ら
も
人
々
を
つ
な
ぎ
、
素

晴
ら
し
い
歌
声
が
響
き
あ

う
会
と
な
る
こ
と
を
願

う
、
そ
ん
な
記
念
公
演
と

な
り
ま
し
た
。

　
創
部
し
て
歴
史
が
浅
い

け
れ
ど
、
人
も
増
え
て
き

て
、
今
回
難
し
い
曲
に
も

挑
戦
で
き
ま
し
た
。

　
男
性
が
初
め
て
参
加
し

て
、
新
し
い
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

運営に携わった事業研修委員のみなさん 素敵なドレスに身を包み… ポーズもばっちり！！ 決まりました

２日目の記念演奏は琴のアンサンブルでした

オープニングとエンディングは全員合唱

第60回

H28 11/16,17,18

　

山
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会

は
、「
自
分
に
で
き
る
範
囲
で

活
動
す
る
」
を
心
が
け
、
委
員

一
人
ひ
と
り
の
も
っ
て
い
る
力

を
活
か
し
ま
す
。

　

学
校
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
す

る
べ
く
、
山
田
の
子
や
学
校
の

今
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
学
校
、
地

域
、
会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、
良

い
環
境
で
の
取
材
や
誌
面
作
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
心
待
ち
に
し
て
い
る

読
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
、
地
域
、
子
ど
も
た

ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、そ
し
て
、

会
報
誌
「
や
ま
た
」
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　

山
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会

　

執
行
部　

牧
野
智
子

PTA音楽交歓のつどい



（３）　平成29年２月１日（水） 第１５９号（２）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

　小山台小学校（栄区）は長い坂を上った高台にあり、校庭にはき
れいな緑の芝生が広がっています。全校児童239名という小規模校
の特色をいかし「できる人ができるときに、できることを！」をモッ
トーにＰＴＡ活動に取り組んでいます。その取組についてご紹介し
ます。

◆保護者が参加しやすい「担当制」

　小山台小学校ＰＴＡでは、行事運営の際に実行委員だけでは行き
届かないことと、保護者で子どもたちを見守り支えるために、「担当制」
を始めることになりました。毎年、保護者は自分がやりたい担当を第
三希望まで申告しています。担当により人数の振り分けもあるので、
必ずしも第一希望になれる訳ではありませんが、申告した第三希望内
で決まるように調整されていて、たくさんの保護者が子どもたちのた
めにＰＴＡ活動に関わるようになっています。
　この活動は、働く保護者や未就学児のいる保護者も、無理なくＰ
ＴＡ活動に参加し、保護者みんなで子どもたちを見守っていきま
しょう！という取組です。そのためには、毎年学校からの意見も聞
きながら、少しでも負担なく参加できるよう、担当内容を見直し、
今年５年目にしてようやく定着したＰＴＡ活動です。この「担当制」

を始めたことで、多くの利点も生まれています。
◆「担当制」にしてよかったこと

①子どもの安全を見守る目が充実する。
②ＰＴＡ活動に対する意欲が出てくる。
③学校・ＰＴＡ行事が円滑に行える。
④�異学年保護者や教職員との交流の場にもなっている。
⑤�子どもの学校内での普段の様子を見ることができる。
◆取材を終えて

　たくさんの保護者がPTA活動に関わることで、学校行事等を保
護者も一緒に盛り上げ楽しんでいるように感じました。また、子ど
もたちにとっても保護者が生き生きと学校で活動している姿を見
るのは嬉しいことです。
この活動は子どもたちの安心と安全につなが
る大人のチカラといえるでしょう。そ
して子どもの卒業後には地域の目
として見守り続けていくことと
思います。
　PTA活動は学校での子
どもたちの生活環境を
整え、子どもたちの成
長に関わる一つの活
動だということを再
認識することがで
きました。

　瀬谷区にある阿久和小学校は、各学年一クラスずつという小規模
な学校です。そんな阿久和小学校は、人懐っこく明るく、屈託ない
笑顔を持つ子どもたちばかりです。阿久和小ＰＴＡは、在校する子
どもたちみんなが楽しく豊かな学校生活を送れるよう、学校・家庭・
地域の連携を深める架け橋となっています。
◆みんな顔馴染み　地域のつながりを大切に

　11月末に行われた全校生徒による地域清掃には、29名の保護者
も参加。清掃と同時に、地域のボランティア団体「大樹会」による
手作りの木製看板を、子どもたち、大樹会の皆さん、保護者が一緒
に阿久和団地に立てて回りました。この看板には子どもたちが自主
宿題で描いた環境ポスターを貼っています。和気あいあいとした家

族のような雰囲気に温かさを感じました。
　子どもたちが気軽に立ち寄る地域交流スペー

ス『ぽかぽかプラザ』もＰＴＡの強力なサ
ポーターです。イベント時の場所の提
供、準備のお手伝いなどで協力し
ています。阿久和小ＰＴＡの
OBでもあるスタッフは、温
かく見守ってくれる地域
全体のお母さん役で、
子どもにも大人にも大
いに慕われる存在で
す。「できることを無
理なくやっていま
す」「子どもたちの
喜ぶ顔が見たいだ
けなんです」とい

う言葉は、現役
ＰＴＡの保護者
の声とも重なり
ＰＴＡの大きな
力となっていま
す。
◆子どもたちを

囲む愛情いっぱ

いの輪を

　ＰＴＡ会長と
副会長にお話を
伺いました。皆
さん「ＰＴＡ活
動を大変だと思ったことがない」と口を揃えます。今年度は、ＰＴＡ
活動に地域、キッズクラブが連携して、サマーフェスティバル、映画
試写会、ハロウィン、クリスマス会、餅つき大会など子どもたちが喜
ぶイベントを行いました。仕事をもつ保護者が多い中、無理は禁物、
堅苦しい完璧な計画は不要、失敗してもOKというスタンスを大切に活
動されているそうです。周囲の声もしっかり聞き、楽しくオープンに
活動することが、仲間を増やすことにつながると話してくださいました。
　「学校大好き」「阿久和小、前よりも明るく良くなったよね」。実
際の子どもたちの声です。
　子どもへの愛情いっぱいに作られた「輪」のなかで、子どもたち
が「わぁ」を発見し、心の中で「和」を覚えて、そして未来につな
ぐ新たな「輪」を作る。のびのび成長していく子どもたちの笑顔、
たくましい姿がＰＴＡ・学校・地域・保護者のやりがい、誇りを改
めて感じさせてくれる、阿久和小学校ＰＴＡでした。

◆全国唯一の公立高等

学校の別科

　横浜市磯子区の閑静な
住宅街にある、横浜商業高

等学校別科（通称「Ｙ校別科」）。
ここは全国唯一の公立高等学校の

別科であり「理美容界を担う人材育成」
という教育目標のもと、11,000人以上の

卒業生を輩出してきた歴史のある学校です。生徒
も中学校を卒業したばかりの生徒から、社会人経験のある

方、なかには保育園にお子さんを預けて学ばれている方もいます。

◆地域社会への歴史あるボランティア活動

　社会貢献活動も盛んで、福祉施設での調髪活動は昭和28年から
60年以上の活動実績があり、平成28年には横浜市社会福祉協議会
会長感謝状を授与されました。廊下に掲出されたボランティア活動
の写真には、生徒も、調髪を受けているご老人も、とても良い笑顔
で写っていました。
◆ＰＴＡ、後援会、同窓会の「三団体」で支える学校運営

　生徒の年齢層が幅広いことから、成人されていないお子さんの保
護者が中心となってＰＴＡ活動が行われ、各科、各学年5名からな
る理事会を中心に運営がされています。
　活動内容としては、卒業生を祝う会の企画運営や広報紙「ぷら 
the Ｙ校別科」作成に携わっているほか、課外活動支援（理容競技
部、美容競技部、美術部）も行っています。
　また、ＰＴＡ会員や卒業生の大半が「理美容業界」というＹ校別
科ならではの支援体制として、ＰＴＡ、同窓会、後援会からなる「三
団体」が密接に連携しながら、学校運営から生徒の進路まで力強く
バックアップをしています。
　学校が掲げる教育目標「これからの理容・美容業界を担う職業人
の育成」の実現に向けて、「Ｙ校別科」のＰＴＡは、専門的な部分
まで支えている特色のある活動をされていました。

◆継ぎ目のない９年間の義務教育

　義務教育学校のよさは、長期間、児童生徒の成長に関わることが
できることと、年齢幅のある児童生徒が交流できることにより、学
力の向上はもとより、心の成長、社会性獲得のための学習の場を多
く得ることができることです。緑区にある霧が丘学園では、小・中
学部の児童生徒による『交流タイム』があり、年長者が年少者に自
ら教えたり、体験を共有することにより、自己有用感（誰かの役に
立てたという気持ち）が育成され、思いやりの心が生まれています。
また、６年生が中学部の部活動に参加したり、１年生が中学部の探
検をしたりと、早い段階での経験や意識づけができるため、中学進
級への不安の減少につながっています。
◆ＰＴＡ活動

　小学部・中学部は、別々にＰＴＡがありますが、隣接しているの
で相談もしやすく、協力体制が整っています。
　小・中合同で協力しておこなうものには、
＊制服リユース活動
＊�夕方パトロール（年５回土曜日、年末には地域の方も参加しておこ
なう。学校と保護者の連携を図り、土曜ということで親の参加も多い）
＊�校外委員と保護者有志による、中学部生徒と６年生の部活動の下

校時の見守り
＊�次年度の役員推薦活動の
スタート時期を合わせて情
報を共有
　などがあります。
　その他、地域のお祭りでは《霧が丘ソーラ
ン》を小・中学生、保護者、さらにはＰＴＡのOB、
そして地域の方で一緒に踊り、積極的に参加しています。
　このように、ＰＴＡ活動においては保護者の理解があり、また先
生方とも協力し合い、地域の方とも交流し楽しく活動されている印

象です。９年間を
通して多くの目で
子どもを見守るこ
とができることは、
子ども、先生、保
護者にとって、得
られるものがたく
さんあると感じら
れました。

平成28年度優良ＰＴＡ
文部科学大臣表彰を受賞しました
　二つ橋高等特別支
援学校（瀬谷区）は、
今年で創立10周年を
迎えます。知的障害
等の軽い生徒が、職
業教育を中核とした
高等部教育を通し
て、卒業後の企業就
労による社会参加や
自立をめざす学校で
す。各学年約50名、
合計約150名の生徒が横浜市内全域から通学して
います。ＰＴＡは学校と同じ年に発足し、今年度
の「優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を受けました。
分教室から始まり、校長先生をはじめ教職員の皆
様、保護者の方々の今日に至るまでのご苦労ご尽
力のおかげで、素晴らしい教育環境が整い、また
円滑なＰＴＡ活動を送ることができていること
に、感謝の念でいっぱいです。
　学校教育目標は、「働く」、「自立」、「自己実現」
の三つを挙げています。卒業後の企業就労などを
目指し、働くことで積極的に社会に貢献し、精神
的、人間的な自立心を養い、経済的自立を図り、
健康的な生活を心がけ、自分の目指す生き方に向
けてもてる力を十分に発揮し、社会の中で自分ら
しく生きていこうという人を育てています。
　ＰＴＡ活動では卒業生のお母様や、講師の方を
お招きし、子どもの成長過程における親としての
かかわり方、就労に向けての心構えなどのアドバ
イスやご指導をいただいています。また授業とは
別に企業見学会を行なって積極的に学習会を開催
し、保護者の方を通し子育ての支援をさせていた
だいています。こういった機会は、保護者同士で
の情報交換の場にもなっています。
　また、二つ橋では「挨拶」の大切さを常に子ど
もたちに指導しています。挨拶は基本的な礼儀で
あり、コミュニケーションの入り口になります。
二つ橋にお越しくださった方々や、実習をさせて
いただいた企業の方々からも、とてもよい評価を
いただいています。子どもたちには卒業後も本校
の伝統である「挨拶」をするたびに、この二つ橋
高等特別支援学校という母校で受けた教育、そし
てそれを立派に身に付け卒業したという誇りを忘
れないでほしいと思います。今回の受賞を励みに
今後もＰＴＡ活動のよりよい発展を目指してまい
りたいと思っています。
� （平成28年度ＰＴＡ会長　蓑上  暁)

ここに母校あり　～未来に羽ばたけ～ここに母校あり　～未来に羽ばたけ～
子どもを見守る大人のチカラ

小山台小学校ＰＴＡ

県内初の義務教育学校
霧が丘学園ＰＴＡ

理容師さん・美容師さんを育てる
横浜商業高等学校別科ＰＴＡ

子どもを育むみんなの輪
阿久和小学校ＰＴＡ

担当活動の項目
自分の都合のいい日と
時間でできる活動

未就学児連れの
活動も可

学校行事などの
来校時に活動

＊回覧物
　学校だよりなどを各自治会広報へ届ける

＊受付
　�土曜参観時の来校確認
受付＊学区内点検・ポスティング

　�通学路、学区内点検。PTA配付物の「こども１１０番の家」
通信などを登録者宅のポストに投函 ＊行事・イベント

　�運動会、交通安全教室
など、学校やPTA行事・
イベントのお手伝い

＊ベルマーク
　�ベルマーク、テトラパックの集
計作業
＊講演会　講演会聴講
＊広報　PTA広報誌の発行
＊環境整備
　�学校大掃除のお手伝い
　プール掃除、校庭の草むしり

ＰＴＡ

隣接している小中学校をつなぐ赤い道

美化活動で看板を立てる

着付けの実習
タンスの中には着物がギッシリ

緊張感あふれる
顔そり実習

横浜市立
二つ橋高等特別支援学校

働く保護者も増えている昨今、「誰かがやってくれたら…」「必要ないのでは…」
とＰＴＡ活動に尻込みされている保護者の方も多いのではないでしょうか？
子どもたちのより良い学校生活のために、様々な部分で学校行事を
縁の下の力持ちのように支えたり、多くの保護者が参加でき
るように工夫しているＰＴＡ活動、そして特色ある学

校におけるＰＴＡ活動を紹介します！

み
んな

でつくる
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平
成
28
年
12
月
17
日
に
横
浜

市
技
能
文
化
会
館
で
、
第
８
回

市
Ｐ
連
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募

総
数
８
５
０
点
、
中
に
は
家
族

ぐ
る
み
、
学
校
ぐ
る
み
で
の
応

募
も
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
広

ま
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
後
の
懇
談
会
で
は
、

各
作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
作
者

や
ご
家
族
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
将
来
の
夢
は
？
」

と
い
う
審
査
員
か
ら
の
質
問
に

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
働
き
た
い
で
す
」

と
元
気
に
答
え
て
く
れ
た
お
子

さ
ん
に
、
会
場
も
大
い
に
沸
き

ま
し
た
。

　

会
長
の
開
会
の
言
葉
に
「
三

行
詩
を
作
る
こ
と
で
自
分
の
周

り
の
こ
と
を
見
つ
め
直
す
、
そ

し
て
家
族
で
話
し
合
う
、
そ
う

い
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
開
催
し
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
家
族
の

温
か
い
時
間
の
見
え
る
作
品
ば

か
り
で
し
た
。
来
年
度
も
多
く

の
作
品
、
す
て
き
な
ご
家
族
に

出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

…テーマ…
「命の大切さ」
「ともだち」

「家族のきずな」

第８回
市Ｐ連 三行詩コンクール
三行詩とは…日ごろの思いや発見などを三行程度の短い文に表現したものです

言
葉
を
持
た
な
い
我
が
子　
「
あ
ー
」
で
分
か
る

か
ぁ
ち
ゃ
ん
に
は
分
か
る

お
な
か
す
い
た
？　

あ
そ
ん
で
ほ
し
い
！

�

橋
本
静
江
さ
ん
（
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援　

保
護
者
）

ド
ン
ド
コ
ド
ン
♪ 

よ
ぞ
ら
に
ひ
び
け　

わ
た
し
の
た
い
こ

一
ば
ん
マ
マ
に
き
い
て
ほ
し
い

�

太
田
來
良
さ
ん
（
下
野
谷
小
１
年
）

ね
る
前
は
、
マ
マ
の
と
り
合
い　

今
日
は
ぼ
く

�

ド
ラ
ゴ
ン
さ
ん
（
原
小
２
年
）

き
ず
な
っ
て
目
に
見
え
な
い
し
形
も
な
い

心
と
心
が
あ
く
し
ゅ
す
る

そ
う
い
う
も
の
か
な　

き
ず
な
っ
て

�

東　

澄
空
さ
ん
（
川
和
東
小
２
年
）

お
母
さ
ん
が
言
っ
て
た

「
自
分
の
命
よ
り
ぼ
く
の
方
が
大
切
」
と

だ
か
ら
ぼ
く
は
長
生
き
し
て
お
母
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い

�

　

鈴
木
千
博
さ
ん　
（
山
田
小
２
年
）

ね
た
ふ
り
し
て
た
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
が
頭
を
な
で
て
く
れ
た

お
き
て
い
る
こ
と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う

ぎ
ゅ
っ
と
目
を
つ
ぶ
る

�

　

小
林
ひ
か
り
さ
ん
（
川
上
小
４
年
）

「
大
き
い
肉
は
父
さ
ん
の
」
差
し
出
す
皿
を

父
さ
ん
は
ぼ
く
の
お
皿
と
取
り
か
え
る
。

「
大
き
く
な
る
の
は
お
ま
え
だ
よ
」

�

　

村
瀬
晴
臣
さ
ん
（
つ
づ
き
の
丘
小
５
年
）

き
ゅ
う
く
つ
さ
が
心
地
良
い
。

お
か
え
り
ポ
カ
ポ
カ
ほ
っ
と
す
る
。

こ
こ
が
私
の
帰
る
場
所
。

�

川
村
采
加
さ
ん
（
中
田
中
２
年
）

ぼ
く
も　

と
も
だ
ち
も

い
ろ
ん
な
障
害
と
た
た
か
っ
て
い
る

み
ん
な
が
ん
ば
れ　

ぼ
く
も　

が
ん
ば
る

�

岡
田
温
人
さ
ん
（
上
菅
田
特
別
支
援
３
年
）

入
院
し
て
み
ん
な
に
会
え
な
い
夏
休
み

弟
の
電
話
の
声
に　

う
れ
し
泣
き

�

遠
矢　

奏
さ
ん
（
桜
岡
小
２
年
）

「
こ
は
る
」　

い
も
う
と
が
う
ま
れ
た

こ
は
る
の
あ
っ
た
か
い
お
な
か
か
ら

し
ん
ぞ
う
の
お
と
が
す
る

�

し
み
ず
は
る
と
さ
ん
（
中
丸
小
１
年
）

「
僕
の
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。」

星
に
願
い
を
込
め
た
息
子
の
短
冊
。

大
病
し
た
か
ら
こ
そ　

７
歳
で
も
感
じ
る
命
の
尊
さ
。

�

髙
橋
亜
季
さ
ん
（
三
ツ
境
小 

保
護
者
）

お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
車
椅
子

軽
々
ト
ラ
ン
ク
に
積
ん
で
く
れ
る
の
は

十
年
前
抱
っ
こ
せ
が
ん
だ
き
み

�

山
口
悦
子
さ
ん
（
軽
井
沢
中 

保
護
者
）

お
れ
の
だ
い
す
き
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
げ
ん
き
で
い
て
ほ
し
い
。

お
と
な
に
な
っ
た
ら
お
れ
が
ま
も
る
よ
。

�

こ
い
ず
み
こ
う
す
け
さ
ん
（
南
小
１
年
）

障
が
い
と
い
う
個
性
の
子
供
達　

泣
き
笑
い
し
た
年
月　

心
優
し
く
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

�

つ
く
し
ゆ
う
さ
ん
（
南
戸
塚
中　

保
護
者
）

日
曜
日　

娘
が
朝
食
作
る
音

寝
た
ふ
り
寝
た
ふ
り　

い
い
気
持
ち

�

　

い
く
み
ん
さ
ん
（
川
上
小　

保
護
者
）

会
長
賞
　
一
般
の
部

会
長
賞
　
児
童
生
徒
の
部

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

研
修
会

「
パ
パ
の
子
育
て

�

家
族
の
子
育
て
」

�

講
演
　
小
崎
恭
弘
さ
ん

　

平
成
28
年
11
月
29
日
関
内

ホ
ー
ル
で
、
多
く
の
著
書
や
講

演
会
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
小

崎
恭
弘
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
自

ら
男
の
子
３
人
の
パ
パ
で
あ

り
、
育
児
休
暇
を
取
得
し
育
児

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
か

ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
、
ま
た

パ
パ
の
子
育
て
の
重
要
性
を
、

明
る
く
楽
し
く
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

 

「
子
育
て
の
最
終
目
標
は
子
離

れ
・
親
離
れ
で
き
る
こ
と
で
す
。

子
育
て
は
子
ど
も
が
30
歳
に
な

る
ま
で
と
も
言
わ
れ
る
中
で
、

勝
ち
続
け
る
力
で
は
な
く
、
う

ま
く
子
ど
も
を
コ
ケ
さ
せ
、
そ

し
て
『
あ
な
た
は
で
き
る
』『
大

丈
夫
』
と
、
起
き
上
が
り
方
や

う
ま
い
立
ち
上
が
り
方
を
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

 

「
子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
パ

パ
と
マ
マ
は
違
う
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。〝
二
人
目
の
マ

マ
〟
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
そ

し
て
ぜ
ひ
子
ど
も
の
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
第
一
号
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
大
好
き
と
伝
え
、
た
ま
に

は
二
人
だ
け
で
出
か
け
る
の
も

い
い
で
す
ね
」

　

軽
快
な
ト
ー
ク
に
会
場
も
笑

い
に
包
ま
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
８
月
20
日
・
21
日
、

阿
波
踊
り
な
ど
の
伝
統
文
化
と

豊
か
な
自
然
で
彩
ら
れ
た
徳
島

で
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
、
横
浜
市
Ｐ
連

か
ら
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
分
科
会
は
県
各
地
に

お
い
て
７
分
科
会
が
開
催
さ

れ
、
各
分
野
で
活
躍
中
の
方
の

講
演
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
詳
し
い
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

の
分
科
会
報
告
会
で
は
、
参
加

者
同
士
、
各
分
科
会
の
内
容
を

語
り
合
い
、
区
部
を
超
え
た
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
は
、
四
国

最
大
級
の
ホ
ー
ル
「
ア
ス
テ
ィ

徳
島
」
で
、
約
５
０
０
０
人
の

参
加
者
が
集
い
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
参

加
者
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
漫
画
家
で
京

都
精
華
大
学
学
長
で
も
あ
る

竹
宮
惠
子
氏
が
、「
子
ど
も
の

自
立
」
と
「
想
像
力
」
を
テ
ー

マ
に
、
独
特
の
語
り
口
で
分
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
徳
島
の
方
言
で
、
ま
け

ま
け
い
っ
ぱ
い
（
あ
ふ
れ
そ
う

な
）と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
み
ん
な
「
ま
け
ま
け

い
っ
ぱ
い
の
愛
」
を
感
じ
た
大

会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
15
日
・
16
日

仙
台
市
で
第
72
回
指
定
都
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
横
浜
市
Ｐ
連
か
ら
は
役
員

代
表
と
事
務
局
の
５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
大
会
１
日
目
の
開

会
式
で
は
仙
台
市
Ｐ
連
五
十
嵐

会
長
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
続
く
分
科
会
で
は「
組
織
・

運
営
」「
地
域
連
携
」「
研
修
・

研
究
」「
広
報
活
動
」に
分
か
れ
、

日
頃
の
取
組
や
課
題
な
ど
情

報
・
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

大
会
２
日
目
の
全
体
会
で
は
１

日
目
に
行
わ
れ
た
分
科
会
報
告

が
行
わ
れ
、
記
念
講
演
で
は
イ

ク
メ
ン
の
小
崎
恭
弘
氏
を
講
師

に
「
笑
っ
て
る
パ
パ
が
え
え
や

ん
！
〜
み
ん
な
が
子
育
て
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
〜
」
を
演

題
に
育
児
に
つ
い
て
楽
し
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
か
ら
事
例
を
発
信
！

　

平
成
28
年
10
月
21
・
22
日

に
茨
城
で
「
歴
史
と
未
来
が

息
づ
く
常
陸
国
か
ら
伝
え
た

い
願
い
伝
わ
る
想
い
〜
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
へ
送
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
開
催
。
横
浜

市
Ｐ
連
か
ら
は
の
べ
61
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は

第
７
分
科
会（
情
報
モ
ラ
ル
）

で
横
浜
市
よ
り
生
麦
中
（
鶴

見
区
）
が
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙

を
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
楽
し
む
方

法
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を

行
い
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
し

た
。
他
７
つ
の
分
科
会
に
つ

い
て
も
参
加
者
か
ら
熱
の
こ

も
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
64
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
研
究
大
会

（徳島）

第
72
回
指
定
都
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会

（仙台）

２
日
目
の
全
体
会
で
は
西
成

活
裕
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
深

い
学
び
と
思
考
体
力
」
で
「
科

学
的
ゆ
と
り
」
と
い
う
観
点
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
小
学
生
に
よ
る
こ
ど

も
歌
舞
伎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
で
森
川
智
之

前
会
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
生
麦
流
！
　
秘
訣
紹
介

　

生
麦
中
が
、
広
報
紙
作
成
の

秘
訣
を
紹
介
。「
広
報
委
員
み

ん
な
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
」
と
「
今
ま
で
と
は
一
味

違
う
紙
面
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
最
初
の
役
割
分
担
か
ら
工

夫
し
ま
し
た
。「
で
き
る
ひ
と

が
、
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る

こ
と
」
を
心
が
け
、
そ
の
人
に

合
っ
た
役
割
を
考
え
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
紙
面
の
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
プ
ロ
の

協
力
も
得
つ
つ
、
映
画
チ
ラ

シ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
一
面
に

据
え
て
注
目
を
集
め
、
美
術

部
生
徒
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
、

先
生
方
の
素
顔
に
迫
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
地
域
で
活
躍
す

る
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

学
校
の
草
創
期
、
地
域
ぐ

る
み
で
学
校
を
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
の
も
と
、
生

麦
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
改
組
し

て
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」

三
位
一
体
の「
教
育
振
興
会
」

と
な
り
ま
し
た
。
広
報
紙
作

成
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

も
、
先
生
、
生
徒
、
地
域
で

作
り
上
げ
た
も
の
が
、
振
り

返
れ
ば
学
校
の
教
育
推
進
方

針
と
重
な
り
、
伝
統
と
革
新

が
ぴ
っ
た
り
と
シ
ン
ク
ロ
し

た
瞬
間
で
し
た
。

第
48
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会


